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目　　　的
　カワウ（図1）は昔から日本にいる野鳥で
沿岸や川の魚を食べています。20年ほど前
から急速に生息数が増えて、河川において放
流稚アユが食害されるなど内水面での漁業被
害が全国で広がっています。カワウは元々日
本に生息する野鳥ですから、食害があるから
といって根絶やしにすることは許されません。
そこで、カワウを絶滅させないように気をつ
けながら漁業被害を軽減するような管理の方
法を開発し、同時に被害を減らすために現場
で行える効果的かつ効率的な対策技術の開発
を目的としました。

方　　　法
　各地の河川やコロニー、実験プールでカワ
ウと魚の調査をして、「カワウがどのような場
所で何をどれくらい食べているのか」「どの
ような対策技術が有効か」等を調べました。
またコロニーでの繁殖生態を詳しく調べ、そ
こで得られた情報を組み込んだカワウの全国
個体群モデルを作りました。この研究は大学
や県等、13の研究機関と共同して実施しました。

結果と解析
⒈カワウは様々な物理環境に適応して、魚が
多い場所を察知して効率的に採食しているこ
とが分かりました。漁場における食害対策は
魚の多い場所で集中的に行う必要があります。
⒉カワウがアユだけを選んで食べているので
はなく、環境中に優占する遊泳魚や捕食しや
すい魚を好むことを明らかにしました。

⒊カワウの採食行動距離が約15kmの範囲内
であることを明らかにしました。
⒋竹等による簡易な隠れ場所の設置によりウ
グイ等の隠れ場所を利用する習性のある魚種
をカワウから守れることが分かりました。ま
たカワウが通り抜けられない格子で隔てた隠
れ場所には、食害を4分の1程度に抑える効果
があることが分かりました（図2）。
⒌ドライアイスを用いたカワウの繁殖抑制技術を
開発し、300巣程度以下の規模のコロニーでは
ほぼ完全に繁殖を抑制できる技術を確立しました。 
⒍カワウの全国個体群モデルを初めて開発し、
駆除や追い払いがカワウ個体群に及ぼす影響
を予測しました。またカワウ食害の全国ハザー
ドマップを日本で初めて作成しました。

波 及 効 果
　開発された漁場保護技術や繁殖抑制技術は
現場でのカワウ対策の効果を高めます。また
カワウの全国個体群モデルは、国や県の連携
で行う特定鳥獣保護管理計画において活用が
期待されます。
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